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最後に，回線交換ネットワークにおける 5 つのルーテイング方式，つまり non-alternate-rout
i ng (N AR) , al t ernat e-r outi ng (AR). al t er nat e-routi ng-t runk-reservati on ( ARｭ
TR) , al t ernat e -r outi n.g-e xt er nal 司 blocking (AR -EB) および、alt ernat e-routi ng-
t runk-reservati on-and-ext ernaトblocking (AR -TR -EB) に対して，呼損率 (end-to­
end-blocking-probability: EEBP)をシステム状態として，くさびのカタストロフを応用し，そ
れぞれの方式の安定性を比較・検討する。さらに，ネットワークの負荷の増加に対して， Cuspを用いて
















える方式として 2 つの方式を提案し，乙れら 2 つの方式の有効適用領域を明らかにした。
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このように本研究は，双安定特性を有する計算機・通信システムに対して，その性能特性を解明し，シ
ステムを良好に動作させるための有益な知見を得ており 情報工学およびその関連分野の発展に貢献する
ところが大きい。よって 本研究は博士論文として価値あるものと認める。
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